
280621

① ② ②－①

1 10 9 ▲ 1 ○ ○ ○ 31 20人 1人 5人 3人 75.6日
EPOCなど
研修手帳
自院作成360°評価

看・薬・
栄・事

NPO法人臨
床研修評価

機構
患者 ○ 27年 26年 1.0件 泉州

2 9 9 0 ○ ○ ○ 40 19人 2人 1人 6人 36.5日
EPOCなど
研修医手帳
独自の評価表

看・薬・臨 ― 患者 ○ 28年 25年 1.89件 堺市

3 13 12 ▲ 1 ○ ○ ○ 67 26人 11人 4人 3人 2.0日
EPOCなど
研修医手帳
独自の評価表

看・薬・
検・心

― 患者 ○ 26年 25年 0.5件

4 7 6 ▲ 1 ○ ○ ○ 14 13人 3人 1人 3人 32.0日 研修医手帳
看・薬・
栄・リハ

開業医 ― ○ 29年 26年 1.08件 泉州

5 14 13 ▲ 1 ○ ○ ○ 62 27人 5人 1人 2人 103.0日
研修医手帳
EPOCを元にした評
価

看・薬・
検・放

大阪大学微
生物研究所

長

地域医療研修
先スタッフ・医療
社会事業課・訪

問看護師

○ 27年 27年 0.33件

6 8 7 ▲ 1 ○ ○ ○ 28 16人 7人 7人 1人 49.5日
EPOCなど
研修医手帳

看・技・
医事科

長

西淀川区医
師会の医師 協力病院 ○ 28年 25年 0.25件

7 6 6 0 ○ ○ ○ 27 12人 5人 4人 5人 24.5日
研修医手帳
責任者ミーティング

看・薬・
工

― ― ○ 28年 25年 0.42件 堺市

8 13 12 ▲ 1 ○ ○ ○ 62 26人 5人 3人 1人 45.0日 EPOCなど
看・薬・

検
クリニッ
ク医院長

― ○ 29年 ― 0.92件

9 5 5 0 ○ ○ ○ 21 9人 2人 2人 12人 26.0日 研修医手帳
看護指導者
コメディカル

指導者
―

卒後臨床研
修センター長
2次研修医

○ 28年 25年 0.44件

10 3 3 0 ○ ○ × 6 6人 ― ― 2人 58.3日
EPOCなど
研修手帳
独自の評価表

看・検・
事

― ― ○ 28年 26年 1.33件

11 32 32 0 ○ ○ × 54 60人 18人 6人 14人 2.0日
EPOCなど
研修医手帳
独自の評価表

看・薬・
検・放

― ― ○ 26年 27年 0.13件 南河内

12 8 7 ▲ 1 ○ ○ ○ 104 16人 3人 4人 6人 ―
EPOCなど
研修医手帳

― 医師 ― ○ ― ― 1.19件 北河内

13 15 14 ▲ 1 ○ ○ ○ 52 30人 2人 4人 4人 1.71日 研修医手帳
医療ス
タッフす

べて

協力病
院関係
者

― ○ ― 25年 0.1件

14 14 13 ▲ 1 ○ ○ ○ 62 28人 1人 3人 5人 165.0日
EPOCなど
研修医手帳
独自の評価表

看護師
長

― ― ○ ― ― 0.82件

15 11 10 ▲ 1 ○ ○ ○ 37 22人 1人 3人 1人 46.0日 EPOCなど
看護師
長又は
主任

外部委
員（医
師・弁護
士）

― ○ ― 26年 0.18件 堺市

16 10 9 ▲ 1 ○ ○ ○ 37 20人 8人 2人 2人 ― EPOCなど 看・薬
大阪総合
保育大学

教授

日本医療
教育プログ
ラム機構

○ ― 27年 0.1件

17 10 9 ▲ 1 ○ ○ ○ 40 20人 2人 2人 3人 40.0日 EPOCなど ―

弁護士
近隣診療所
の研修実施
責任者

― ○ ― 27年 0.3件

18 8 7 ▲ 1 ○ ○ ○ 15 15人 3人 1人 1人 7.0日
EPOCなど
研修医手帳

看・検・薬
堺市保
健所長

― ○ 26年 26年 0.13件 堺市

26年
度

27年
度

28年
度

小児科
産婦人

科

28年度
希望順
位登録
者数

臨床研
修医数
（1年次・
2年次の
合計）

指導医数

その他
指導医
の逆評

価

研修の進捗状況の
管理方法

評価体制 第三者評価

備考

総合診
療外来 医療圏

（医師不
足地域・
高齢化

率）
救急部

門

卒後臨
床研修
評価機
構の認
定（最終
更新年）

日本医
療機能
評価機
構の認
定（最終
更新年）

学会で
の発表
件数（1

人あたり
年間）

研修環境

研修日
数

（研修医
1人あた

り）

多職種
の評価

外部の
評価

　調査項目一覧表

番号

28年
度

募集
定員

30年
度大
阪府
ベー
ス値

28年
度募
集定
員と
の増
減

定員増減 マッチング実績 指導体制

フルマッチ状況



① ② ②－①

19 5 5 0 ○ ○ ○ 21 11人 1人 3人 1人 42.7日 研修医手帳
診療科部長
看護部長

院外医師
社会労務
士

― ○ ― 28年 0.27件

20 15 14 ▲ 1 ○ ○ ○ 65 27人 1人 2人 2人 41.2日 研修医手帳
看護師

長

南大阪病
院教育研セ

ンター長
― ○ ― 26年 0.44件

21 10 9 ▲ 1 × ○ ○ 43 23人 4人 4人 1人 0.5日
EPOCなど
基本的臨床能力評
価試験

看・技・
ソーシャ

ル
― ― ○ 26年 28年 0.3件

22 10 9 ▲ 1 ○ ○ ○ 40 22人 3人 1人 1人 88.0日 EPOC導入予定
看・薬・

検
―

意見箱
参照

○ ― 26年 0.68件

23 7 6 ▲ 1 ○ ○ ○ 35 13人 1人 1人 1人 10.0日
EPOCなど
研修医手帳

看・薬・臨

地域医
療研修
先の指
導医

○ ― 26年 0.31件

24 6 6 0 ○ ○ ○ 19 12人 1人 1人 1人 30.4日
研修医手帳
EPOCの記載内容で
指導

看護師 ― 患者 ○ ― 24年 0.58件

25 4 4 0 ○ ○ ○ 15 8人 5人 4人 1人 ― EPOCなど 看護部長
八尾市医
師会監事

事務局長 ○ ― 26年 0.5件 中河内

26 3 4 1 × ○ ○ 6 7人 1人 1人 1人 15.2日 EPOCなど
看・臨・
放・薬・

工
― ― ○ 27年 25年 0.14件 中河内

33 2 2 0 × ○ ○ 5 1人 2人 ― 1人 18.0日 研修医手帳
看・臨・
放・薬・

工
― ― ○ 28年 24年 ― 南河内

27 19 18 ▲ 1 ○ ○ ○ 51 46人 2人 1人 2人 20.0日 独自の評価表
医療ス
タッフす

べて
― ― ○ 26年 26年 0.35件

28 11 10 ▲ 1 ○ ○ ○ 40 21人 3人 1人 1人 ― 研修医手帳
看護師

長
― ― ― 25年 0.43件

29 7 6 ▲ 1 ○ ○ ○ 28 14人 ― ― 1人 20.0日 EPOCなど ― ― ― ○ ― 2?年 0.71件

30 7 6 ▲ 1 × ○ × 8 13人 3人 1人 1人 20.0日 研修医手帳 看護師 ― ― ○ ― 28年 1.15件

31 6 6 0 ○ ○ ○ 18 11人 2人 2人 ― ― EPOCなど ― ― ― ○ ― 26年 0.55件

32 3 3 0 ○ ○ × 4 6人 ― ― 1人 ― 研修医手帳 ― ― ― ― ― 2?年 0.83件 堺市

34 2 2 0 × ○ × 2 4人 ― ― 1人 7.5日 EPOCなど 看
医療系大
学院教授
小学校長

― ○ 26年 27年 0.5件

35 2 2 0 ○ ○ ○ 2 3人 3人 1人 ― ―
EPOCなど
その他（指導医と相互
評価）

― ― ― ○ ― 27年 ―

36 2 2 0 × × × 3 4人 2人 1人 1人 10.0日 研修医手帳 看護部長
摂南大学
教務部長

― ○ ― 28年 ― 北河内

医療圏
（医師不
足地域・
高齢化

率）

指導体制 研修環境

28年
度

募集
定員

30年
度大
阪府
ベー
ス値

28年
度募
集定
員と
の増
減

フルマッチ状況

28年度
希望順
位登録
者数

臨床研
修医数
（1年次・
2年次の
合計）

学会で
の発表
件数（1

人あたり
年間）

研修日
数

（研修医
1人あた

り）

多職種
の評価

外部の
評価

指導医数
総合診
療外来
研修

定員増減 マッチング実績

26年
度

27年
度

28年
度

小児科
産婦人

科

研修の進捗状況の
管理方法

評価体制 第三者評価

その他
指導医
の逆評

価

卒後臨
床研修
評価機
構の認
定（最終
更新年）

日本医
療機能
評価機
構の認
定（最終
更新年）

救急部
門



① ② ②－①

37 7 6 ▲ 1 ○ × × 17 15人 ― ― 1人 ― EPOCなど 看護師 ― ― ― ― 28年 0.33件

38 4 3 ▲ 1 × × ○ 5 6人 ― ― 1人 87.0日 EPOCなど
看護部長

検査技師長 ― ― ○ ― 27年 ―

・マッチング実績に配慮（過去３年間のうち２回以上フルマッチしている病院を優先）

・調査項目の着色

　希望順位登録者数：募集定員の３倍以上

　指導医数：小児科・産婦人科・救急部門すべてで複数の指導医を配置

　総合診療外来研修：30日以上

　研修の進捗状況の管理方法：EPOCや研修医手帳と独自の評価方法の組み合わせを実施

　評価体制：多職種（複数）の評価＋外部の評価もしくはその他の評価を実施

　第三者評価：卒後臨床研修評価機構の認定を受けている病院

　学会での発表件数：１件以上

研修環境

産婦人
科

医療圏
（医師不
足地域・
高齢化

率）

28年
度

募集
定員

30年
度大
阪府
ベー
ス値

28年
度募
集定
員と
の増
減

フルマッチ状況

28年度
希望順
位登録
者数

臨床研
修医数
（1年次・
2年次の
合計）

指導医数
総合診
療外来
研修

研修の進捗状況の
管理方法

評価体制 第三者評価

学会で
の発表
件数（1

人あたり
年間）

26年
度

27年
度

28年
度

小児科

定員増減 マッチング実績 指導体制

日本医
療機能
評価機
構の認
定（最終
更新年）

救急部
門

研修日
数

（研修医
1人あた

り）

多職種
の評価

外部の
評価

その他
指導医
の逆評

価

卒後臨
床研修
評価機
構の認
定（最終
更新年）
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